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示した。RA患者群と健常群において血圧、年齢、喫煙の有無で補正して行った多変量解析においては、RA罹患
が独立した動脈壁硬化度増加の関連因子であった。RA患者群では、健常群に比べて橈骨超遠位端の海綿骨部骨
密度の有意な減少を認めた。さらに、RA患者群において橈骨超遠位端の海綿骨部骨密度はfaPWV値、baPWV値と
有意な負の相関関係を認めた。多変量解析で橈骨超遠位端海綿骨骨密度はRA患者の動脈壁硬化度と独立した有
意な関連性を示した。 
RA罹患が、動脈壁硬化度に対して独立した寄与因子であり、RAでの動脈壁硬化に対して橈骨超遠位端海綿骨
骨喪失が独立した寄与因子であることが確認できた。以上より、閉経後女性RA患者においては手関節近傍の骨
喪失が末梢の動脈壁硬化度増加に関連していることが示された。 
以上の研究は、関節リウマチ診療における合併症治療に貢献するものであり、博士（医学）の学位を授与さ
れるに値するものと判定された。 
